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二
〇
一
八
年
度
秋
季
企
画
展
は
「
大
山
郁
夫
と
学
生
た
ち
│
│
時
代
の
中
の
「
早
稲
田
精
神
」」
と
題
し
、
本
学
教
授
で
あ
り
社
会
運

動
家
・
政
治
家
で
あ
っ
た
大
山
郁
夫
の
足
跡
と
、
各
時
期
の
早
稲
田
の
学
生
た
ち
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
て
、
展
示
を
行
っ
た
。

　

会
期
は
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
か
ら
一
一
月
四
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
で
、
会
場
は
早
稲
田
大
学
歴
史
館
企
画
展
示
ル
ー
ム
（
早

稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
一
階
）
で
あ
っ
た
。
期
間
全
体
で
三
、〇
九
一
人
の
来
場
者
数
が
あ
っ
た
。
本
展
示
会
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
・
各
機
関
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

以
下
、
主
な
展
示
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
本
企
画
展
の
内
容
を
説
明
し
て
い
く
。
な
お
、
所
蔵
先
が
記
さ
れ
て
い
な
い
資
料
は
、
早
稲

田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
資
料
で
あ
る
。

〔
展
示
等
記
録
〕二

〇
一
八
年
度
秋
季
企
画
展

　
　「
大
山
郁
夫
と
学
生
た
ち
│
│
時
代
の
中
の
「
早
稲
田
精
神
」」

田　

中　

智　

子
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は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
は
大
山
郁
夫
が
戦
後
復
職
し
て
か
ら
七
〇
年
目
に
あ
た
る
。
大
山
は
東
京
専
門
学
校
・
早
稲
田
大
学
で
学
生
生
活
を
送
り
、

海
外
留
学
を
経
て
本
学
教
授
に
就
任
し
た
後
、
社
会
運
動
・
政
治
運
動
を
け
ん
引
し
て
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
大
山
事
件
」
で
辞
職
後
、
一
六
年
間
の
ア
メ
リ
カ
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
七
年
に

帰
国
し
た
。
そ
の
際
、
前
頁
の
ポ
ス
タ
ー
写
真
の
通
り
、
大
勢
の
学
生
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
て
母
校
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
直
接
の
教
え

子
で
も
な
い
戦
後
の
学
生
た
ち
が
、
な
ぜ
大
山
を
こ
の
よ
う
に
歓
待
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
そ
の
謎
を
「
早
稲
田
精
神
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
早
稲
田
に
お
け
る
大
山
の
足
跡
と
、
各
時
期
の
学
生
た
ち
の
動
き

を
描
き
出
す
こ
と
に
よ
り
紐
解
い
て
い
く
。
本
学
の
精
神
が
時
代
の
節
目
の
中
で
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
大
山
を
は
じ
め
と
す
る
教
員
や

学
生
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
か
を
合
わ
せ
て
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

１

．「
早
稲
田
大
学
」
開
校
時
の
早
稲
田
と
学
生
・
大
山
（
一
九
〇
一
〜
一
九
〇
五
年
）

大
山
が
在
学
し
て
い
た
頃
の
早
稲
田

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
九
月
、
東
京
専
門
学
校
は
「
早
稲
田
大
学
」
へ
と
名
称
を
変
更
し
た
。
一
八
八
二
年
の
東
京
専
門
学
校
開

校
式
の
演
説
に
お
い
て
、
小
野
梓
が
「
十
数
年
の
後
ち
漸
く
こ
の
専
門
学
校
を
改
良
前
進
し
て
、
邦
語
を
以
て
我
が
子
弟
を
教
授
す
る
大
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学
の
位
置
に
進
め
、
我
邦
学
問
の
独
立
を
助
く
る
あ
ら
ん
こ
と
」
を
望
ん
で
か
ら
二
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
大
学
」
と
い
う
名
称
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
当
時
法
令
で
大
学
と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
は
東
京
・
京
都
の
帝
国
大
学
の
み
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
三
年
の
専
門
学
校
令
に
よ
っ
て
私
立
の
専
門
学
校
も
誕
生
し
た
が
、
私
立
専
門
学
校
の
中
に
は
「
大
学
」
を
自
称
し
、
将
来
的
に

大
学
へ
と
昇
格
す
る
こ
と
を
目
指
す
学
校
も
少
な
く
な
か
っ
た
。「
早
稲
田
大
学
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

大
山
郁
夫
が
早
稲
田
に
入
学
し
た
の
は
一
九
〇
一
年
、
東
京
専
門
学
校
と
名
乗
っ
て
い
た
最
後
の
年
で
あ
っ
た
。
大
山
の
所
属
は
政
学

部
英
語
政
治
科
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
校
名
・
制
度
変
更
に
伴
い
早
稲
田
大
学
大
学
部
政
治
経
済
学
科
へ
と
変
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

変
化
の
激
し
い
時
期
に
早
稲
田
に
在
学
し
て
い
た
が
、
大
山
は
成
績
が
極
め
て
優
秀
で
、
一
年
次
・
二
年
次
に
は
特
待
生
に
選
ば
れ
、
次

学
年
の
学
費
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。

大
山
に
影
響
を
与
え
た
教
師
た
ち

　

大
山
は
、
在
学
中
最
も
影
響
を
受
け
た
教
師
と
し
て
浮
田
和
民
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
浮
田
は
当
時
、
社
会
学
や
西
洋
史
の
講
義
を
担

当
し
て
お
り
、
個
人
的
に
も
交
流
が
あ
っ
た
。
大
山
の
日
本
と
西
欧
を
相
対
化
し
て
見
る
視
線
や
、
何
事
も
怖
れ
ず
真
理
を
貫
き
発
信
し

て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
浮
田
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
山
は
当
時
学
監
を
務
め
て
い
た
高
田
早
苗
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、「
社
会
科
学
方
面
に
も
自
然
科
学
方
面
に
も
造
詣
が
あ
る
と
い
う

広
く
豊
か
な
教
養
の
あ
る
人
物
を
つ
く
る
こ
と
を
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
モ
ッ
ト
ー
と
さ
れ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

高
田
は
こ
の
後
、
大
山
の
教
員
生
活
に
お
い
て
も
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
二
度
の
辞
職
の
契
機
と
な
っ
た
事
件
（
早

稲
田
騒
動
、
大
山
事
件
）
に
は
当
事
者
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
山
は
後
年
、
小
野
梓
か
ら
も
大
き
な
感
化
を
受
け
た
、
と
述
べ
た
と
言
わ
れ
る
。
小
野
は
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
亡
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く
な
っ
た
た
め
、
大
山
は
直
接
小
野
か
ら
薫
陶
を
受
け
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
小
野
が
東
京
専
門
学
校
開
校
式
に
お
い
て
提
唱
し
た
「
学

問
の
独
立
」
を
大
山
も
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
野
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
主
な
展
示
資
料
】

東
京
専
門
学
校
英
語
政
治
科
一
年
級
特
待
生
学
費
免
除
の
賞
状
（
一
九
〇
二
年
七
月
十
五
日
）

紀念金蘭簿（1905年５月）
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大
山
郁
夫
「
先
生
の
追
憶
」（『
浮
田
和
民
先
生
追
懐
録
』、
一
九
四
七
年
）

大
山
郁
夫
卒
業
論
文
「
産
業
進
化
に
関
す
る
学
説
の
比
較
」（『
早
稲
田
学
報
』
第
一
二
一
号
、
一
九
〇
五
年
八
月
）

紀
念
金
蘭
簿
（
一
九
〇
五
年
五
月
）

　

大
学
部
政
治
経
済
学
科
第
１

回
卒
業
生
の
卒
業
記
念
帳
。
信
仰
、
崇
拝
す
る
人
物
、
嗜
好
・
娯
楽
、
性
癖
な
ど
に
つ
い
て
、
自
身
の
言

葉
で
記
し
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
大
学
部
政
治
経
済
学
科
特
待
研
究
生
任
命
書
（
一
九
〇
五
年
七
月
一
五
日
）

２

．「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
期
の
早
稲
田
と
教
員
・
大
山
（
一
九
〇
六
〜
一
九
一
七
年
）

明
治
末
│
大
正
期
の
学
生
気
質
と
学
生
研
究
会

　

大
山
が
学
生
時
代
、
そ
し
て
最
初
の
教
員
時
代
を
過
ご
し
た
明
治
末
│
大
正
期
の
早
稲
田
の
学
生
気
質
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。『
最

近
学
校
評
論
』
と
い
う
本
は
、「
其
学
生
気
質
は
大
学
の
組
織
と
共
に
一
変
し
た
り
。
即
ち
軽
佻
浮
華
な
る
ハ
イ
カ
ラ
ー
の
輸
入
な
り
と

す
」（
臼
田
卯
一
郎
、
一
九
〇
六
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
ハ
イ
カ
ラ
│
と
は
西
洋
風
の
身
な
り
や
生
活
様
式
を
す
る
さ
ま
を
表
し
た
言
葉
で

あ
る
が
、「
早
稲
田
大
学
」
に
名
称
変
更
し
た
あ
た
り
か
ら
、
学
生
た
ち
の
雰
囲
気
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
早
稲
田
大
学
評
判
記
」
と
い
う
雑
誌
記
事
に
は
、「
多
い
と
云
へ
ば
、
会
合
の
多
い
事
も
名
物
に
入
る
か
も
知
ら
ぬ
」（『
冒
険

世
界
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
〇
八
年
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
会
合
」
と
は
今
で
い
う
サ
ー
ク
ル
活
動
の
こ
と
で
あ
り
、

中
で
も
「
学
生
研
究
会
」
と
呼
ば
れ
る
教
員
・
学
生
の
自
主
的
な
研
究
会
が
こ
の
時
期
急
増
し
、
大
学
開
校
時
に
は
一
〇
団
体
で
あ
っ
た

の
が
、
一
〇
年
後
の
一
九
一
二
（
明
治
四
五
／
大
正
元
）
年
に
は
三
三
団
体
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
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学
生
研
究
会
に
は
雄
弁
会
、
文
学
会
、
新
聞
研
究
会
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
大
山
は
在
学
中
か
ら
英
語
会
に
所
属
し
、
教
員
に
な
っ
て
か

ら
も
幹
事
と
し
て
関
わ
っ
た
。

教
員
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
大
山

　

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
特
待
研
究
生
を
終
え
た
大
山
は
高
等
予
科
英
語
教
員
に
就
任
し
た
。
一
九
一
〇
年
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
・
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ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
政
治
学
・
社
会
学
な
ど
を
、
ド
イ
ツ
で
は
国
家
学
・
行
政
学
な
ど
を
学
び
、
一
九
一
四
年
年
に
帰

国
し
た
。

　

大
山
が
帰
国
し
た
一
九
一
〇
年
代
半
ば
は
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
民
主
主
義
・
自
由
主
義
的
な
運
動
・
思
潮
が
、政
治
・

社
会
・
文
化
の
各
方
面
で
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
一
六
年
に
吉
野
作
造
に
よ
っ
て
民
本
主
義
に
よ
る
政
治
が
提
唱

さ
れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
次
第
に
普
通
選
挙
運
動
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
。

　

大
山
は
一
九
一
五
年
に
政
治
経
済
学
科
教
授
に
就
任
す
る
と
、
教
員
と
し
て
国
家
学
・
政
治
学
な
ど
を
教
え
る
傍
ら
、『
中
央
公
論
』・

『
新
小
説
』
な
ど
の
雑
誌
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
山
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、「
文
化
国

家
主
義
」
や
「
政
治
的
機
会
均
等
主
義
」
を
提
唱
し
て
い
っ
た
。

早
稲
田
騒
動
と
大
山

　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、
早
稲
田
大
学
維
持
員
会
の
一
部
か
ら
、
天
野
為
之
学
長
の
再
任
に
反
対
し
て
、
名
誉
学
長
の
高
田
早
苗
を

学
長
に
迎
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
お
こ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
学
内
の
教
員
ら
は
天
野
派
と
高
田
派
に
二
分
し
て
対
立
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
早
稲
田
騒
動
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
天
野
派
に
も
高
田
派
に
も
く
み
せ
ず
、
こ
の
機
に
母
校
改
革
に
乗
り
出
そ
う
と
す
る
早
稲
田
出
身
の
少
壮
教
授
団
が

現
れ
た
。
彼
ら
は
恩
賜
館
と
い
う
建
物
の
三
階
に
研
究
室
を
持
っ
て
い
た
た
め
、「
恩
賜
館
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ツ
」
ま
た
は
「
恩
賜
館
組
」

と
呼
ば
れ
た
。
大
山
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
他
の
教
授
団
と
と
も
に
大
学
改
革
案
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、『
大
学
評
論
』・『
大
学

及
大
学
生
』
な
ど
学
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
自
身
の
構
想
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
っ
た
。

　
「
恩
賜
館
組
」
は
学
生
・
校
友
を
巻
き
込
ま
ず
に
、
教
員
の
み
で
改
革
を
行
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
の
間
に
も
運
動
は
拡
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が
り
、
演
説
会
を
頻
繁
に
開
催
す
る
な
ど
し
た
。

　

早
稲
田
騒
動
は
結
局
、
当
分
学
長
を
お
か
ず
、
大
隈
重
信
総
長
の
も
と
に
理
事
会
を
お
き
校
務
の
処
理
に
あ
た
る
こ
と
に
し
て
一
応
の

解
決
を
み
た
。
し
か
し
、
理
事
会
は
騒
動
に
関
わ
っ
た
教
授
５

名
の
罷
免
と
学
生
数
名
の
退
校
処
分
を
決
定
し
た
。
そ
の
罷
免
教
授
の
中

に
「
恩
賜
館
組
」
の
教
員
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
恩
賜
館
組
」
に
最
後
ま
で
残
っ
た
大
山
・
村
岡
典
嗣
・
服
部
嘉
香
の
三
教
員

も
共
に
辞
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
主
な
展
示
資
料
】

〝W
om
en ’s E

ducation in Japan
〞（『
早
稲
田
学
報
』
第
一
二
八
号
、
一
九
〇
六
年
一
月
）

「
勝
田
友
三
郎
受
講
ノ
ー
ト
」
国
家
学
原
理
・
政
治
学
史
（
一
九
一
五
〜
一
七
年
頃
）

大
山
郁
夫
「
大
学
生
活
と
思
想
の
自
由
」（『
大
学
及
大
学
生
』
創
刊
号
、
一
九
一
七
年
一
一
月
）

「
教
授
大
山
郁
夫
、
講
師
村
岡
典
嗣
、
同
服
部
嘉
香
三
人
の
辞
職
理
由
書
」（『
早
大
紛
擾
秘
史
』
第
三
冊
、
一
九
一
四
年
／
早
稲
田
大
学
図
書

館
蔵
）

３

．
思
想
統
制
と
ゆ
れ
る
「
早
稲
田
精
神
」（
一
九
一
七
年
〜
一
九
二
七
年
）

軍
事
研
究
団
事
件
と
研
究
室
蹂
躙
事
件

　

早
稲
田
騒
動
が
お
こ
っ
た
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
真
っ
只
中
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
革
命
が
お
こ
っ
た
年
で
も

あ
る
。
第
一
次
大
戦
は
日
本
に
好
景
気
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
急
激
な
資
本
主
義
の
進
展
を
引
き
起
こ
し
、
労
使
間
の
対
立
も
次
第
に
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激
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
起
き
た
一
九
一
八
年
の
米
騒
動
は
、
無
産
運
動
を
進
展
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

学
内
で
も
こ
の
時
期
、
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
を
受
け
て
社
会
主
義
を
研
究
し
、
そ
れ
に
傾
倒
す
る
学
生
が
増
加
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は

た
だ
研
究
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
団
体
を
組
織
し
実
践
運
動
を
行
う
者
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
次
大
戦
の
影
響
か
ら
学
生
た
ち
の
間

に
は
反
軍
思
想
が
拡
が
っ
て
い
た
が
、
一
方
で
軍
事
研
究
を
行
お
う
と
す
る
学
生
た
ち
も
存
在
し
た
。

　

早
稲
田
騒
動
で
辞
職
し
た
大
山
は
そ
の
後
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
社
会
部
論
説
班
の
記
者
と
な
っ
た
が
、
米
騒
動
問
題
を
取
材
し
た
記

事
に
関
す
る
筆
禍
事
件
（
白
虹
事
件
）
に
よ
っ
て
退
社
し
た
。
こ
の
頃
を
境
に
大
山
は
社
会
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
二
一
年
に
早
稲
田
に
復
職
し
た
後
は
、
社
会
主
義
研
究
・
運
動
を
行
う
学
生
た
ち
の
指
導
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
一
九
二
三
年
に
は

そ
れ
ら
の
学
生
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
文
化
同
盟
の
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
軍
事
研
究
を
標
榜
す
る
早
大
軍
事
研
究
団
が
結
成
さ
れ
た
。
同
年
五
月
の
発
会
式
の
席
上
で
は
反
軍
国
主
義
を
唱
え

る
学
生
と
の
間
で
対
立
が
生
じ
た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
雄
弁
会
主
催
の
軍
事
研
究
団
撲
滅
大
会
で
は
、
文
化
同
盟
と
軍
事
研
究
団
を
支

持
す
る
学
生
ら
に
よ
る
乱
闘
が
起
き
て
い
る
（
軍
事
研
究
団
事
件
）。

　

こ
れ
に
対
し
大
山
は
、
学
内
の
教
授
に
呼
び
か
け
て
事
件
の
対
策
を
協
議
し
、
軍
事
研
究
団
を
純
粋
の
学
術
的
研
究
団
体
と
は
認
め
な

い
、
な
ど
の
声
明
を
発
表
し
た
。
軍
事
研
究
団
は
そ
の
直
後
自
ら
解
散
を
表
明
し
た
が
、
軍
事
研
究
団
の
支
持
者
か
ら
文
化
同
盟
の
解
散

と
大
山
ら
の
解
職
が
要
求
さ
れ
、
文
化
同
盟
も
ま
た
解
散
に
至
っ
て
い
る
。

　

軍
事
研
究
団
事
件
が
収
束
し
て
間
も
な
い
一
九
二
三
年
六
月
五
日
、
共
産
党
員
で
あ
っ
た
佐
野
学
と
猪
俣
津
南
雄
の
研
究
室
が
、
治
安

警
察
法
第
二
八
条
の
嫌
疑
に
よ
り
警
察
の
捜
索
を
受
け
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
（
研
究
室
蹂
躙
事
件
）。
こ
れ
は
同
日
発
生
し
た
共
産

党
弾
圧
（
第
一
次
共
産
党
事
件
）
と
一
連
の
動
き
で
あ
っ
た
た
め
、
学
内
の
み
な
ら
ず
広
く
学
外
か
ら
も
批
判
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　

学
生
た
ち
も
こ
の
事
件
に
敏
感
に
反
応
し
、
同
月
二
六
日
に
は
雄
弁
会
主
催
で
大
学
擁
護
講
演
会
が
開
か
れ
、
大
山
も
登
壇
し
て
「
大



161

学
の
使
命
と
そ
の
社
会
的
意
義
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
学
会
（
新
聞
研
究
会
の
後
身
）
も
『
早
稲
田
大
学
新

聞
』
で
こ
の
事
件
を
報
道
し
よ
う
と
し
た
が
、
大
学
当
局
の
意
向
に
よ
り
休
刊
と
な
っ
た
。

　
　
大
山
郁
夫
講
演
「
大
学
の
使
命
と
そ
の
社
会
的
意
義
」（
抜
粋
）

　

司
法
官
憲
の
早
大
研
究
室
臨
検
事
件
は
、
一
万
の
早
大
の
学
徒
に
対
す
る
大
な
る
侮
辱
と
し
て
、
全
校
の
教
職
員
及
び
学
生
の
血

を
沸
き
立
た
せ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
は
大
学
に
於
け
る
研
究
の
自
由
に
対
す
る
当
局
の
無
理
解
な
る
圧
迫
の
上
に
、
一
つ
の

新
し
き
由
々
し
き
実
例
を
加
へ
た
も
の
と
し
て
重
大
視
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
単
に
一
早
稲

田
大
学
の
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
学
術
の
研
究
を
生
命
と
す
る
他
の
諸
大
学
、
及
び
そ
の
他
す
べ
て
の
研
究
団
体
の

問
題
で
も
あ
る
。

大
山
事
件

　

軍
事
研
究
団
事
件
・
研
究
室
蹂
躙
事
件
を
契
機
と
し
て
、「
無
産
階
級
の
解
放
運
動
の
戦
線
に
一
歩
進
出
を
試
み
る
こ
と
を
決
意
し
た
」

（「
早
稲
田
の
学
徒
に
与
ふ
」）
大
山
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
無
産
政
党
・
労
働
農
民
党
に
入
党
し
、
一
二
月
に

委
員
長
に
就
任
し
た
。
一
方
学
内
に
お
い
て
は
一
九
二
四
年
、
学
生
研
究
会
で
あ
る
社
会
科
学
研
究
会
の
会
長
に
就
任
し
、
学
生
た
ち
の

指
導
に
あ
た
っ
た
。

　

し
か
し
、大
学
教
授
と
政
党
委
員
長
の
両
立
は
不
可
能
と
考
え
た
、高
田
総
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
会
は
、大
山
の
解
任
決
議
を
行
っ

た
。
政
治
経
済
学
部
教
授
会
も
ま
た
、
一
九
二
七
年
一
月
大
山
に
辞
職
勧
告
を
行
っ
た
が
、
大
山
に
断
ら
れ
た
た
め
、
解
職
を
決
議
し
た
。

　

こ
の
理
事
会
・
教
授
会
の
決
議
に
対
し
、
学
生
た
ち
は
大
山
留
任
運
動
を
展
開
し
、
一
月
に
大
山
留
任
を
教
授
会
に
訴
え
る
た
め
の
学
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生
大
会
を
開
催
し
た
。
大
山
の
辞
職
が
決
定
的
に
な
っ
た
二
月
に
は
、
学
生
有
志
に
よ
っ
て
大
山
の
告
別
演
説
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

時
の
大
山
の
演
説
「
早
稲
田
の
学
徒
に
与
ふ
」
が
、
雑
誌
『
改
造
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
山
が
教
授
辞
職
を
拒
ん
だ
理
由
（「
早
稲
田
の
学
徒
に
与
ふ
」
よ
り
）

　

私
が
折
角
今
日
ま
で
助
力
を
捧
げ
て
来
た
学
生
た
ち
が
、
今
後
彼
等
の
正
当
な
運
動
の
上
に
於
て
如
何
な
る
弾
圧
や
迫
害
を
加
へ

ら
れ
て
ゐ
る
の
を
私
の
眼
前
に
見
て
ゐ
よ
う
と
も
、
私
は
そ
れ
を
拱
手
座
視
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
だ
が
、
そ
れ

は
、
私
に
は
堪
へ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

大
山
は
こ
の
演
説
の
中
で
「
早
稲
田
精
神
」
に
つ
い
て
多
く
語
っ
て
い
る
。「
早
稲
田
精
神
」
と
は
、
小
野
梓
ら
創
立
者
た
ち
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、「『
学
問
の
独
立
、
研
究
の
自
由
、
及
び
学
問
の
活
用
』
に
よ
っ
て
貫
か
れ
」
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大
山
は
こ

の
「
早
稲
田
精
神
」
は
最
近
約
十
年
間
の
現
実
世
界
の
激
変
に
よ
っ
て
、「
旧
き
早
稲
田
精
神
」
と
「
新
し
き
早
稲
田
精
神
」
の
二
つ
に

分
裂
し
、
前
者
は
大
学
当
局
に
よ
っ
て
、
後
者
は
「
主
と
し
て
社
会
科
学
の
研
究
に
鞅
掌
し
て
ゐ
る
進
歩
的
青
年
学
徒
に
よ
っ
て
最
も
典

型
的
に
代
表
さ
れ
て
」
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
、「
沈
滞
は
早
稲
田
精
神
の
死
滅
を
意
味
す
る
」
と
「
新
し
き
早
稲
田
精
神
」
の
担
い
手

で
あ
る
学
生
た
ち
に
語
り
か
け
た
。

【
主
な
展
示
資
料
】

軍
事
研
究
団
事
件
に
関
す
る
教
授
寄
稿
論
文
（
大
山
郁
夫
／
青
柳
篤
恒
）（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
一
四
号
、
一
九
二
三
年
五
月
一
六
日
／
早
稲
田

大
学
図
書
館
蔵
）
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臨
時
休
刊
を
伝
え
る
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
号
外
（「
自
大
正
十
二
年
至
昭
和
十
三
年
　
赤
と
白
、
嵐
の
足
跡
」
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）

大
山
郁
夫
「
早
稲
田
の
学
徒
に
与
ふ
」（『
改
造
』
第
九
巻
第
三
号
、
一
九
二
七
年
三
月
）

大
山
事
件
掲
載
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
（「
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
記
念
帳
」、
一
九
二
九
年
）

４

．
大
山
事
件
後
の
早
稲
田
と
大
山
の
亡
命
（
一
九
二
七
年
〜
）

学
生
研
究
会
の
解
散

　

大
山
の
告
別
演
説
終
了
後
、
社
会
科
学
研
究
会
の
学
生
を
中
心
に
学
生
自
治
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
学
当
局
は
学
生
自
治

同
盟
を
無
効
と
し
、
社
会
科
学
研
究
会
会
員
九
人
の
退
学
処
分
を
発
表
し
た
。
大
学
当
局
が
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
処
分
に
を
行
っ
た
背
景

に
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
制
定
さ
れ
た
治
安
維
持
法
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
法
は
国
体
変
革
・
私
有
財
産
制

否
定
を
目
的
と
す
る
結
社
・
運
動
の
取
締
を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
以
後
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
を
標
榜
す
る
学
生
研
究
会
は
当
局

の
取
締
を
受
け
、
解
散
を
命
じ
ら
れ
た
。

　

告
別
演
説
に
て
大
山
が
危
惧
し
た
通
り
、
そ
の
後
社
会
科
学
研
究
会
に
対
す
る
大
学
当
局
の
圧
力
は
強
ま
り
、
同
年
一
一
月
ロ
シ
ア
革

命
記
念
講
演
会
を
無
断
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
科
学
研
究
会
に
解
散
命
令
が
下
っ
て
い
る
。
早
稲
田
で
は
社
会
科
学
研
究
会
の
他
、

新
聞
学
会
が
一
九
二
八
年
に
、
雄
弁
会
が
一
九
二
九
年
に
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

大
山
の
亡
命

　

大
山
事
件
に
よ
っ
て
二
度
目
の
辞
職
を
し
た
大
山
は
、
本
格
的
に
労
働
農
民
党
委
員
長
と
し
て
の
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
。
一
九
二
八
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（
昭
和
三
）
年
の
第
一
回
普
通
選
挙
に
お
い
て
、
労
働
農
民
党
は
全
国
で
無
産
政
党
最
多
の
二
八
万
票
を
獲
得
し
、
二
名
の
当
選
者
を
出
し

た
。
し
か
し
、
選
挙
直
後
の
三
・
一
五
事
件
に
よ
り
、
共
産
党
活
動
家
が
多
く
出
馬
し
て
い
た
労
農
党
は
結
社
禁
止
処
分
と
な
っ
た
。
大

山
は
翌
年
新
労
農
党
を
創
立
し
再
び
委
員
長
に
就
任
し
た
も
の
の
、
一
九
三
一
年
に
全
国
大
衆
党
・
社
会
民
衆
党
と
の
合
同
に
よ
り
全
国

労
農
大
衆
党
が
結
党
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、「
一
兵
卒
」
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　

委
員
長
職
を
退
い
た
大
山
は
、
世
界
の
諸
事
情
を
知
り
、
日
本
の
運
動
を
科
学
的
に
研
究
す
る
た
め
、
外
遊
に
出
る
こ
と
に
し
た
。
一

九
三
二
年
三
月
、
大
勢
の
人
が
見
送
る
中
、
大
山
は
妻
と
と
も
に
半
年
の
予
定
で
ア
メ
リ
カ
に
出
発
し
た
。
し
か
し
、
国
内
に
大
山
暗
殺

の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
の
軍
国
主
義
化
が
加
速
し
て
つ
い
に
戦
争
に
突
入
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
一
六
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
ア
メ
リ
カ
で
亡
命
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
主
な
展
示
資
料
】

労
農
党
候
補
・
大
山
郁
夫
（
ポ
ス
タ
ー
〈
複
製
〉
／
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
蔵
）

労
働
農
民
党
首
・
大
山
郁
夫
（
ポ
ス
タ
ー
〈
複
製
〉
／
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
蔵
）

５

．
大
山
の
帰
国
と
早
稲
田
へ
の
復
帰
（
一
九
四
六
年
〜
）

帰
国
促
進
運
動
と
帰
国
歓
迎
会

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
敗
戦
直
後
か
ら
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
民
主
化
政
策
が
進
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
民
衆
の
間
か
ら
も
民
主

化
運
動
が
お
こ
っ
た
。
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
で
は
学
生
・
生
徒
た
ち
が
「
学
園
民
主
化
運
動
」
を
展
開
し
て
い
き
、
軍
国
主
義
的
教
員
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の
排
除
、
戦
時
中
追
放
さ
れ
た
教
員
の
復
職
、
学
生
自
治
会
の
結
成
な
ど
を
求
め
て
運
動
を
お
こ
し
て
い
っ
た
。

　

早
稲
田
に
お
い
て
も
こ
の
時
期
、
戦
時
中
の
軍
国
主
義
を
一
掃
し
、
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
大
隈
精
神
昂
揚
運
動
が
大
学

当
局
主
導
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
学
生
た
ち
も
一
九
四
六
年
一
月
に
戦
後
第
一
回
の
学
生
大
会
を
開
催
し
、
学
生
自
治
委
員
会
の
結
成
、

私
学
復
興
、
戦
災
校
舎
の
復
旧
を
決
議
し
た
。

　

大
山
の
帰
国
促
進
運
動
も
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
行
わ
れ
た
。
一
九
四
六
年
二
月
に
早
稲
田
大
学
教
員
、
社
会
党
・
共
産
党
関
係
、

労
働
組
合
関
係
の
有
志
に
よ
っ
て
大
山
郁
夫
帰
国
促
進
会
が
結
成
さ
れ
る
と
、
学
内
に
お
い
て
も
学
生
た
ち
が
学
生
自
治
委
員
会
の
有
志

を
中
心
に
大
山
郁
夫
先
生
帰
校
促
進
会
が
結
成
さ
れ
た
。

　

大
山
郁
夫
先
生
帰
校
促
進
会
は
同
年
六
月
、
大
山
郁
夫
帰
校
促
進
大
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
大
山
と
手
紙
の
や
り
取

り
を
行
う
な
ど
、
大
山
の
帰
国
・
帰
校
に
向
け
て
の
準
備
を
行
っ
た
。
大
山
に
会
っ
た
こ
と
す
ら
な
い
戦
後
の
学
生
た
ち
が
、
な
ぜ
大
山

を
帰
校
さ
せ
る
た
め
に
動
い
た
の
か
│
│
そ
の
理
由
は
、
戦
前
期
に
大
山
の
教
え
を
受
け
た
早
稲
田
の
教
員
た
ち
が
、
学
生
た
ち
に
大
山

の
こ
と
を
語
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
戦
後
間
も
な
い
頃
か
ら
学
園
民
主
化
や
反
軍
国
主
義
の
運
動
を
行
っ
て
い
た
学
生
た
ち
に
と
っ

て
、
反
軍
国
主
義
者
で
あ
り
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
大
山
は
、
ま
さ
に
憧
れ
の
的
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
学
内
外
の
運
動
の
甲
斐
あ
っ
て
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
〇
月
、
大
山
は
無
事
帰
国
を
果
た
し
た
。
同
月
二
八
日
に

は
大
学
と
学
生
自
治
会
の
共
催
に
よ
り
帰
国
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
会
場
と
な
っ
た
大
隈
講
堂
は
学
生
た
ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

中
に
入
れ
な
か
っ
た
学
生
た
ち
も
多
数
存
在
し
た
。
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教
授
復
帰
後
の
大
山
と
学
生

　

大
山
が
帰
国
し
て
間
も
な
い
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
〇
月
三
一
日
、
政
治
経
済
学
部
は
正
式
に
教
授
復
帰
を
要
請
し
、
大
山
も

こ
れ
を
快
諾
し
た
。
翌
年
四
月
に
二
度
目
の
復
職
を
し
た
大
山
は
、
教
授
と
し
て
教
育
・
研
究
を
行
う
一
方
、
学
内
外
で
講
演
活
動
を
行

う
な
ど
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
に
当
選
し
、
政
治
家
と
大
学
教
授
の
両
立
を
果
た
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
山
に
対
し
、
学
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
四
九
年
六
月
に
『
早
稲
田
大
学
新

聞
』
が
二
千
人
の
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
山
が
次
期
総
長
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
意
見
が
六
四
％
を
占
め
た
。

復
職
し
て
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
て
も
な
お
、
学
生
た
ち
の
大
山
に
対
す
る
期
待
と
憧
れ
が
依
然
と
し
て
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

一
九
五
〇
年
、
教
育
機
関
に
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
動
き
が
起
こ
る
と
、
学
生
た
ち
は
大
山
を
始
め
と
す
る
「
進
歩
的
教
授
」
を
守
る
た
め

の
運
動
を
起
こ
す
（
一
九
五
〇
年
早
大
事
件
）。
大
山
も
ま
た
、
病
身
に
あ
り
な
が
ら
、
一
九
五
〇
年
早
大
事
件
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
学

生
た
ち
の
特
別
弁
護
人
と
し
て
法
廷
に
立
っ
て
い
る
。

　
　
大
山
郁
夫
講
演
「
私
学
の
恩
人
大
隈
老
侯
」
要
旨
（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
復
刊
六
四
号
よ
り
抜
粋
）

　

大
隈
老
侯
が
反
動
的
な
時
の
官
憲
に
よ
る
不
当
な
弾
圧
に
も
断
乎
屈
せ
ず
、
常
に
進
歩
的
立
場
に
立
っ
て
腐
敗
し
た
藩
閥
政
府
に

果
敢
に
戦
い
を
挑
ん
で
い
っ
た
政
治
精
神
と
、
明
治
十
五
年
、
国
家
権
力
か
ら
学
問
の
独
立
と
研
究
の
自
由
を
守
る
た
め
に
早
稲
田

大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
を
創
設
し
た
早
稲
田
建
学
の
精
神
│
│
こ
の
二
つ
の
精
神
は
現
在
に
至
る
ま
で
学
園
の
中
に

脈
々
と
し
て
生
き
て
い
る
。
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【
主
な
展
示
資
料
】

市
村
今
朝
蔵
「
大
山
郁
夫
先
生
の
人
と
学
問
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
復
刊
第
六
号
、
一
九
四
六
年
五
月
一
五
日
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）

早
稲
田
大
学
学
生
自
治
会
「
決
議
」（
一
九
四
七
年
一
〇
月
二
八
日
）

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
代
表
「
歓
迎
之
辞
」（
一
九
四
七
年
一
〇
月
二
八
日
）

早
稲
田
大
学
大
山
郁
夫
先
生
帰
校
促
進
会
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
一
九
四
七
年
一
〇
月
二
八
日
）

早
稲
田
大
学
教
授
嘱
任
状
（
一
九
四
八
年
四
月
一
日
）

第
一
回
大
隈
記
念
祭
御
案
内
（
一
九
四
九
年
五
月
）

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
に
反
対
す
る
学
生
自
治
会
ビ
ラ
（
一
九
五
〇
年
）

６

．
エ
ピ
ロ
ー
グ　

│
現
代
に
生
き
続
け
る
大
山
│

　

大
山
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
、
七
五
歳
で
死
去
し
た
。
帰
国
か
ら
わ
ず
か
八
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
も
、

そ
し
て
大
山
の
死
後
も
、
大
山
の
業
績
を
ま
と
め
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
お
こ
っ
た
。

　

ま
ず
帰
国
に
先
立
つ
一
九
四
六
年
、
戦
後
復
活
し
て
い
た
早
稲
田
大
学
新
聞
学
会
の
学
生
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
『
大
山
郁
夫
全
集
』
の

編
纂
が
始
ま
り
、
一
九
四
九
年
ま
で
に
全
五
巻
を
中
央
公
論
社
よ
り
刊
行
し
た
。
ま
た
一
九
八
七
〜
八
八
年
に
か
け
て
、
本
学
現
代
政
治

経
済
研
究
所
大
山
郁
夫
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
『
大
山
郁
夫
著
作
集
』（
全
七
巻
、
岩
波
書
店
）
が
編
集
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
大
山
の
著
作
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
山
の
政
治
理
論
や
思
想
を
、
そ
の
背
景
に
あ
る
時
代
状
況
と
と

も
に
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
他
に
も
、
大
山
と
親
交
の
あ
っ
た
人
々
や
教
え
子
ら
に
よ
っ
て
、
伝
記
や
回
想
録
が
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
大
山
自
身
は
自
叙

伝
を
書
い
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
大
山
の
人
間
的
側
面
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
一
九
八
八
年
に
は
大
山
の
次
男
・
聰
氏
よ
り
、
現
代
政
治
経
済
研
究
所
に
大
山
の
遺
品
資
料
一
六
六
二
点
が
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
山
研
究
が
進
展
し
た
。
そ
れ
ら
の
遺
品
資
料
は
二
〇
一
四
年
に
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ
、
そ
の
一
部
が

本
展
覧
会
に
も
出
品
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
お
よ
び
著
作
に
よ
り
、
大
山
の
業
績
は
死
後
六
〇
年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

※ 

大
山
の
遺
品
資
料
（
大
山
郁
夫
関
係
資
料
）
は
、「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://archive.w

aseda.jp/archive/

）
で

検
索
・
画
像
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※ 

本
展
示
の
図
録
は
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
の
通
り
。

　

https://w
w
w
.w
aseda.jp/culture/archives/


